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降臨節第３主日     悔い改めにふさわしい実を結べ         ２０２１．１２．１２． 

 

今日は、降臨節第３主日です。降臨節は、イエス様の誕生を待つ、という目的と、世の終わり、神様の

支配が行われる終末を待つ、という目的の、二つの目的で設定されています。イエス様の誕生は、愛に

あふれた姿が頭に浮かび、世の終わりについては、厳しい審判のイメージがあります。そして、今日の

福音書は、どちらかと言うと、厳しい審判を強調する、洗礼者ヨハネのことばが前面に出てきています。 

 

それで、今日は洗礼者ヨハネのことを学ぶことになるわけですが、ヨハネと言えば、すぐに思い出すの

が、ヨルダン川で洗礼を授けている場面です。 

 

ユダヤ教にも洗礼というのはありました。ただし、それはユダヤ人にはする必要はない、と思われてい

ました。ユダヤ人は、神様から選ばれた民族ですから、生まれて８日目に男の子なら割礼を施し、神殿

にささげものをしていれば、洗礼など必要ではない。必要なのは、外国人がユダヤ教の信徒になるため

の手続きとしての洗礼でした。神様から選ばれていない人々が、自らユダヤ教徒になろうとするなら、

その汚れを洗い清めなければならない、ということで、洗礼を受けてユダヤ教の仲間に入ったのです。 

 

しかし、ユダヤ人だって神様に逆らい、間違った道を歩いてきたことは、旧約聖書の歴史で明らかです。

それで、ヨハネは、ユダヤ人にも洗礼が必要である、ということを教えるために、悔い改めの洗礼を施

していたのです。 

 

今日の福音書では、ヨハネは彼の話を聞いているユダヤ人群衆に対して、「そんな、自分たちが優れた

民族だという誇りを捨てて、悔い改めることが大切だ」ということをたびたび強調しています。 

 

「蝮の子らよ、差し迫った神の怒りを免れると、だれが教えたのか。悔い改めにふさわしい実を結べ。

『我々の父はアブラハムだ』などという考えを起こすな。言っておくが、神はこんな石ころからでも、

アブラハムの子たちを造り出すことがおできになる。」というわけです。 

 

つまり、『自分たちが優れている、という優越感など捨ててしまえ。お前たちだって、悔い改めて、新

しい生き方をしなければ、やがて来られるメシアによって、捨てられて、もみ殻か、切られた木のよう

に焼き捨てられるぞ。』そんな意味が込められているのでしょう。 

 

ですから、間違っているのにそれを認めて悔い改めない人々のことをヨハネは、自分の後に来るメシア

が、厳しく、火によって滅ぼすような裁きをされるだろうと考えていました。 

 

ところが、今日の福音書より後のことですが、彼の予想は外れた、と言いましょうか。ヨハネの目から

見たら、あのヨルダン川で洗礼を授けたイエス様は、彼の期待したような裁きの行動をとってくれない

のです。やがて、ヨハネは逮捕されて、牢屋に入れられます。そんな状態の中で、彼はイエス様が本当

にメシアなのかどうか、確かめたくて、ヨハネは自分の弟子たちをイエス様のもとへ遣わして質問させ

たことがありました。「来るべき方は、あなたでしょうか。それとも、ほかの方をまたなければなりま

せんか。」 
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この質問に対してイエス様は、「行って、見聞きしたことをヨハネに伝えなさい。目の見えない人は見

え、足の不自由な人は歩き、重い皮膚病を患っている人は清くなり、耳の聞こえない人は聞こえ、死者

は生き返り、貧しい人は福音を告げ知らされている。23:わたしにつまずかない人は幸いである。」（ルカ

７：２２～２３）という答えでした。これは、イザヤ書で、イスラエルの栄光が回復した時の姿を語っ

たものです。社会の中で苦労している人々が報われる世界こそが、救い主をもたらす世界だということ

でしょう。それは苦しみから解放されること、とも言えるでしょう。 

 

私も今日は、ヨハネの言う、８節の『悔い改めにふさわしい実を結べ。』ということを考えてみたいと

思います。ヨハネは自分なりに、救い主を迎えるための準備として、悔い改めにふさわしい生活をする

ように、群衆や徴税人や兵士たちに勧めていますが、わたしたちが今目指すことは、イエス様が理想と

されたイザヤ書の姿を、あたかも今救い主が来たかのように、生活することではないか、と私は思うの

です。 

 

目の見えない人、足の不自由な人、病気の人が、あたかもそんなことが苦しみとは思わないような、喜

んでいる姿。それが、天国と、それを先取りするような教会に求められていることだと私は思います。 

 

３年前、私は「耳の聞こえない人は聞こえ」ということで、教会の礼拝での説教を、十分聞き取れない

人や、礼拝に来ること自体出来ない人のために、説教文を前もって用意したり、郵送したりする話をし

ましたが、今日は、貧しい人と豊かな人の違いの問題。洗礼者ヨハネが、ユダヤ人に対して、自分達を

特権階級と思うな、という批判をしたことから話したいと思います。 

 

昨年から世界中で問題になっているのは、新型コロナウイルスの蔓延です。そして聖書の民ユダヤ人が

住んでいるイスラエルは、世界で一番早くワクチン接種を行ないました。そしてそれに続いて、アメリ

カやヨーロッパ、そして日本などでも急速に２回の接種が終わった人たちの割合が伸びてきました。と

ころが、今年の初めごろから始めたイスラエルでは、もう３回目の接種、ブースター接種が必要だ、と

いうことで、始まっているようです。 

 

ところが、今、アメリカあたりでは、おもしろい動きが出ているそうです。「自分たちが３回目のワク

チンを打つよりも、東南アジアなどの国のワクチンを進めてほしい。」というわけです。それは、ワク

チン接種が進まない東南アジアのことを心配して、と言うより、東南アジアの安い賃金で作ってくれて

いる衣服の生産が、コロナウイルス蔓延のため、工場が閉鎖されて、アメリカ人は新しい服が買えない、

という状況が生まれている、ということらしいのです。 

 

アメリカに限らず、先進国、それに日本も含まれるでしょうが、会社の経営者は利益を上げるために、

賃金の高い自分の国ではなく、安い労働力の外国に製品を作らせて、利益を得ようとしてきたのですが、

今回のコロナ禍によって、自分達のわがままが自分たちをも苦しめることになる、ということに気づか

されたということでしょう。 

 

私は最近、村上和雄という、生物科学の遺伝子の研究をしてきた先生の「サムシング・グレート」サン

マーク文庫という本を読みました。この先生は天理教の信徒でもあり、今年の４月１３日逝去です。 
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だいぶ前ですが私は『人は何のために「祈る」のか』祥伝社黄金文庫という本も読んで感銘をうけたこ

とがあります。 

 

村上先生は遺伝子工学の世界的権威とし活躍された一方で、人間を形つくっている「細胞」や「魂」、「祈

り」などについても独自に研究。宇宙には科学では説明し切れない「生命の神秘を司（つかさど）る存

在」があることを痛感され、この存在を「人智を超えた偉大なるもの」として、“サムシング・グレー

ト”と名付けられ、世界中から注目されました。 

 

サムシング・グレートという本で、特に面白かったのは、１９８５年に開かれたつくば万博で、わずか

１粒の種から１万個以上の実をつけた、トマトの巨木が展示されていたことについてです。 

 

一粒にこんな力があるなら、世界の食糧難も解決するではないか、と思ってしまうのですが、そうはい

かない。トマトの実をならせるために、土も使わず、栄養だけを、それこそ水栽培で球根を育てるよう

にしたなら、本来トマトが植えられていた土、そしてそれに依存していた他の生き物の生態系が崩れて

しまう、というわけです。だから、トマトが一本の木から１０個ぐらい、土に埋まって育つなら、ほか

の生き物ともうまく共生できる。 

 

これは動物の生態系にも言えることで、弱肉強食で強い物だけが生き延びて繁殖するなら、一時的には

繫栄しても、結局は食べるものがなくなり、絶滅してしまう。 

 

だからお互いがほどほどの生き方で共生する社会こそが大切なんだ。それがこの世界を造った神様「サ

ムシング・グレート」の発想なんだというわけです。 

 

イエス様が聖書の教えをまとめて、「『心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くして、あなたの神である

主を愛しなさい。』『隣人を自分のように愛しなさい。』律法全体と預言者は、この二つの掟に基づいて

いる。」といわれ、隣人ともお互いに配慮し合うことを勧められましたが、私は今回のコロナウイルス

のワクチン接種を通して、自分達の国だけでなく、ほかの国々の人や、周りの環境のことも考えて生き

て行かなければならないことを改めて知らされました。 


